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JSCE Updates

学
会
の
動
き

の
も
と
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
お
り
、
こ

の
な
か
で
い
く
つ
か
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

　
「
ど
ぼ
く
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
写
真

1
に
示
す
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
、
土
砂
崩

れ
や
液
状
化
の
仕
組
み
、
足
を
使
っ
た
距
離
測

定
、
写
真
2
に
示
す
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
（
ポ
ケ
ド
ボ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
）
な
ど
、

土
木
関
係
者
以
外
で
も
わ
か
り
や
す
い
実
験
や

体
験
を
通
し
て
、
土
木
を
学
ん
で
い
た
だ
い
た
。

「
ど
ぼ
く
シ
ア
タ
ー
」
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
ん
で
土
木
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
表
2
に
示
す
映
画
を
上

映
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
明
治
1
5
0
年
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、「
明
治
1
5
0
年
特
別
展
示
」
と
し
て
、

写
真
3
に
示
す
明
治
時
代
に
土
木
技
術
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
偉
人
を
紹
介
し
た
「
土
木
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
バ
ナ
ー
」
お
よ
び
、
明
治
時
代
に
お
け
る

橋
梁
設
計
図
な
ど
の
土
木
図
書
館
所
蔵
の
貴
重

品
の
展
示
を
行
っ
た
。
合
わ
せ
て
、
土
木
偉
人
の

代
表
す
る
功
績
を
絵
札
と
し
た
「
土
木
偉
人
か

る
た
」
も
行
い
、
大
人
も
子
ど
も
も
盛
り
上
が
る

も
の
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、「
ど
ぼ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
、
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
会
場
で
ク
イ
ズ
を
出
し
、
ラ
リ
ー

形
式
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
各
プ

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
土
木
学
会
」

に
つ
い
て

　
土
木
の
魅
力
グ
ル
ー
プ
で
は
、
2
0
1
7
年

よ
り
始
ま
っ
た
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
土
木

学
会
」
を
2
0
1
8
年
度
も
7
月
7
日
（
土
）
に

土
木
学
会
本
部
構
内
（
東
京
都
新
宿
区
四
谷
）
に

て
開
催
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
土
木
学
会
構
内
を

広
く
一
般
の
方
々
に
も
開
放
し
、
学
会
関
係
者

や
そ
の
家
族
、
学
生
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
学
会
が
保
有
す
る
史
料
・
映
像
な
ど
を
通

じ
て
、「
土
木
」
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

地
域
の
方
々
や
土
木
以
外
の
仕
事
に
従
事
す
る

方
々
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、
地
域
・
社
会
に

開
か
れ
た
学
会
と
し
て
、
有
す
る
知
見
や
資
源

を
社
会
へ
広
く
還
元
・
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
土
木
学
会
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
表

1
に
示
す
。
土
木
学
会
の
各
委
員
会
の
ご
協
力

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
土
木
学
会
2
0
1
8

開
催
報
告

委
員
会
報
告

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門 
土
木
広
報
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
グ
ル
ー
プ 

土
木
の
魅
力
グ
ル
ー
プ

プログラム 担当委員会
ど
ぼ
く
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

橋梁模型実験 構造工学委員会
実験で学ぶ土砂災害 地盤工学委員会 斜面工学研究小委員会
ポケドボカードゲーム 企画委員会 若手パワーアップ小委員会
液状化実験 コンサルタント委員会 市民交流研究小委員会
アーチ橋模型 コンサルタント委員会 市民交流研究小委員会
トンネル実験 トンネル工学委員会 技術交流部会
歩測体験 コンサルタント委員会 市民交流研究小委員会

どぼくシアター 土木広報センター、図書館・情報室
どぼくテラス 土木広報センター、出版事業課
どぼく七夕まつり 土木広報センター、コンサルタント委員会 市民

交流研究小委員会
どぼクイズラリー 土木広報センター
明治150 年特別展示 土木広報センター、関東支部、関西支部

写真1　橋梁模型実験

写真2　ポケドボカードゲーム

表1　オープンキャンパスプログラム
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ロ
グ
ラ
ム
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
体

験
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
仕
組
み
と
し
た
。

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
土
木
学
会
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
来
年
度
に
向
け
て

　
来
場
者
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
図
1
に
示
す
。
自

由
意
見
で
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
開
催
趣
旨
の
と
お
り
、
土
木
に
対
す

る
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
と
感
じ
ら
れ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
来
場
の

き
っ
か
け
と
し
て
は
、「
通
り
が
か
り
」
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
知
人
の
紹
介
」「
（
隣
接
す
る
）

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
利
用
者
」
が
多
か
っ
た
。

来
場
者
数
は
2
0
3
名
と
、
2
0
1
7
年
度
の

2
1
7
名
か
ら
少
し
減
少
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

2
0
1
8
年
度
に
お
け
る
広
報
活
動
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
は
、
近
隣
小
・
中
学
校
各
1

校
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
た
。
2
0
1
9
年

度
は
来
場
者
数
の
増
加
を
目
指
し
、
チ
ラ
シ
配

布
範
囲
を
増
や
す
な
ど
、
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
情
報
発
信
を
行
う
と
と

も
に
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
考
案
し
、
よ
り
魅

力
的
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
る
。
本
文
を
ご

覧
に
な
ら
れ
た
方
は
、
2
0
1
9
年
度
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
積
極
的
に
参
加
お
よ
び
広

報
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

シアター名 時間 対象

日本初の地下鉄建設 32分 一般向け

勝鬨橋 28分 一般向け

立山砂防・土砂との闘い ～世界に誇る防災遺産～ 14分 アニメ

未来に向けて ～防災を考える～「釜石の出来事」 30分 アニメ

日本初の地下鉄建設 32分 一般向け

夢は世界をかけめぐる ～海外技術協力のパイオニア～ 21分 アニメ

人をたすけ国をつくったお坊さんたち 20分 アニメ

水とたたかった戦国の武将たち 20分 アニメ

表2　どぼくシアタープログラム

写真3　明治150年特別展示

図1　来場者へのアンケート結果

■来場のきっかけ
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■おもしろかったプログラム（複数回答可）
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大人 子ども

ふれあいフェスタ

《自由意見（大人）》
◦ こんなところに土木学会があるのも知りませんでした。

クイズもたくさん楽しめ、ママも勉強になりました。パパに
自慢します。
◦ たまたま通りがかって入りましたが、なかなか面白かっ

たです。子どもに説明するのは家ではなかなかできない
ので、模型もあってわかりやすくとてもよかったです。毎
年参加したいです（^v^）
◦ 昨年参加して大変面白かったため、また来たいと思っ

ていたところ、本日偶然通りがかって第2回に参加できま
した。……次回は偶然ではなく予定して来場したいと
思いますので、ぜひ１ヶ月ぐらい前から告知いただけると
ありがたいです。どうもありがとうございました。

《自由意見（子ども）》
◦ （来年も）全部やってほしい。
◦ 大雨がふると山がくずれることがわかった。
◦ 歩測体験がおもしろかった。
◦ 来年もどぼくシアターをやってほしいです。
◦  ポケドボカードゲームのコンピュータ版が一番のお気

に入りでした。トンネル実験での砂遊びも好きでした。
◦ トラスが強い、丸いトンネルが強いことがわかった。
◦ 来年もどぼクイズラリーをしてほしい。
◦ たのしかったのはじっけんです。じっけんのもんだいもた

のしかったし、じっけんもたのしかったです。
◦ 同じざいりょうでも工夫すれば強い形になることが、は

じめてわかった。


